
  

 

 

 

1 年 の 成 長 の 軌 跡  

 
 

３月１５日（金）に６年生にとって大きな節目となる第５４回卒業式を行いました。全

員が凛とした姿で卒業証書を受け取り，また，思いを込めた卒業の言葉・美しい卒業の歌

を響かせました。その姿から「最後の授業」としての小学校６年間の集大成が感じられま

した。在校生代表で参加した５年生も真剣なまなざしで「６年生にとっての最後の授業」

を参観しました。卒業生の姿から「上野山小の伝統」を受け継ぎ，より良い学校を目指し

て令和６年度がスタートしていくことを大いに期待しています。 

今年度も，保護者の皆様から多くの御支援と御協力をいただいたことにより，本校の教

育活動を円滑に推進・実施することができましたことに心から御礼を申し上げます。誠に

ありがとうございました。次年度も変わらぬ御理解と御協力をよろしくお願いいたしま

す。 

 

◆新年度に向けたお知らせ・連絡◆ 

【離任式 ３月２８日（木）】 ※児童登校 ８:２０まで   （上靴持参） 

■これまでと同じ教室に登校します  ■下校は１０時頃を目安としています 

■新学年の学級編制表を配布します  ■欠席の場合は確実に連絡をお願いします 

■５年生は机椅子の移動補助のため１１時頃の下校となります 

【着任式・始業式 ４月８日（月）】 ※児童登校 ８:２０まで 

■ランドセルにて登校させてください（教科書配付のため） 

■当日の持ち物は各学年便り等にて御確認ください。 

 （昇降口の解錠は７：５０です。余裕を持って登校するよう事前の準備と声掛け

をお願いします） 

 

４月の行事等は２月の懇談会資料として配布した年間行事予定（学校Ｈ

Ｐにも掲載）を，また，始業式当日の日程，持ち物等は各学年便りを御参

照ください。新年度になりましたら詳細な月予定を学校便りでお知らせい

たします。 

【お知らせ・お願い】 
●登下校の送迎について，普段の送迎については校地内への乗り入れは御遠慮いただいておりま

す。小学校周辺の住宅街で乗降するケースが見られ狭い場所での危険なケースが見受けられてい

るようです。生活道路での速度にも十分気を付けて頂くようお願いします。なお，

けがや体調不良等特別な理由がある場合は学校と相談の上，校地内への車での乗り

入れを許可しております。御協力よろしくお願いいたします。 

・学校ホームページ，ブログ更新しております。どうぞ御覧ください。 ⇒⇒⇒⇒ 

学 校 便 り 

協働型学校評価重点目標 「自他を大切にし，自分の目標に向かって挑戦する力の育成」
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～今年度の取り組みから～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道徳の学習では，「きまり」や「思い

やり」，「命の大切さ」や「家族のこ

と」など，課題について今までの自分の

生活を振り返りました。また資料を読ん

だり友達と話し合ったりしながら，自分

の考えや行動を見つめ直しました。学習

の最後には振り返りを行い，今後，どん

な自分でありたいかを考えました。様々

な考えがあることを認めたり，良いと思

ったことを行動に移したりする姿が見ら

れるようになりました。 

学んだことをこれからの生活や学習で

生かしていけるよう継続して指導してい

きます。 

～6 学年 PTA 行事での 
トークフォークダンス～ 

６学年の P 行事として保護者と学校

職員と地域の大人が１対 1 で６年生

児童と話し合いをしました。中学校の

校長先生にも参加していただき，子ど

もたちと直接対話をしました。 

来年度入学する子どもたちについての

引き継ぎを行いました。入学後も対応な

どについて必要に応じて協力いただきま

す。 

～幼保小連絡会～ 

来年度入学する上野山保育所の子ども

たちが現在の１年生と交流しました。お

兄さん，お姉さんになる１年生は頑張っ

てお世話をしていました。 

～保育所との交流～ 

新１年生の保護者説明会の際，親業インスト 

ラクターの土門比呂子様ををお迎えして講話を 

いただきました。 

「成長途上で自分の考えを上手に言えないのが 

子供です。大人はアンテナを高くして毎日の生 

活の中で子供の変化をとらえて寄り添った声掛 

けをすることが大切。そして，相手を認める聞 

き上手になりましょう。」 

というお話を頂きました。 

～子育て講座～ 

～道徳の授業から～ 


